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※
本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
六
月
に
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
が
カ
タ
ー
ル
大
学
と
共

催
で
東
京
に
て
実
施
し
た
「
イ
エ
メ
ン

セ
ミ
ナ
ー
」
に
お
い
て
、
カ
タ
ー
ル
大

学
教
授
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ヴ
ァ
リ
ス
コ
教

授
が
行
っ
た
講
演
を
も
と
に
、
川
嶋
淳

司
が
大
幅
に
内
容
を
付
け
加
え
、
英
文

で
ア
メ
リ
カ
の
中
東
研
究
所
（M

iddle 
East Institute

）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
発
表
し
た
論
文
（http://w

w
w

.
m

ei.edu/content/m
ap/sectarian-

crisis-yem
en-dam

age-divisive-
storm

）
の
内
容
を
川
嶋
淳
司
・
佐
藤

寛
が
日
本
語
に
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る

（
な
お
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
か
ら
内
容

の
割
愛
、
順
序
変
更
な
ど
を
行
っ
て
い

る
）。

●
歴
史
的
背
景
と
ザ
イ
ド
派
イ
ス

ラ
ー
ム

　

現
在
、
内
戦
状
態
で
混
乱
を
極
め
て

い
る
イ
エ
メ
ン
共
和
国
は
、
旧
北
イ
エ

メ
ン
（
イ
エ
メ
ン
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
）

と
旧
南
イ
エ
メ
ン
（
イ
エ
メ
ン
民
主
人

民
共
和
国
）
と
が
一
九
九
〇
年
五
月
に

統
一
し
て
誕
生
し
た
。

　

旧
北
イ
エ
メ
ン
で
は
、
一
九
六
二
年

に
エ
ジ
プ
ト
の
支
援
を
受
け
た
共
和
派

が
、
イ
マ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
ザ
イ
ド
派

の
宗
教
指
導
者
に
よ
る
王
政
を
倒
し
た
。

前
任
の
大
統
領
が
相
次
い
で
暗
殺
さ
れ

た
の
ち
、
一
九
七
八
年
に
サ
ー
レ
ハ
大

佐
が
国
家
元
首
と
な
り
、「
ア
ラ
ブ
の

春
」
が
起
こ
る
二
〇
一
一
年
ま
で
実
権

を
維
持
し
た
。

　

ア
デ
ン
を
中
心
と
す
る
南
イ
エ
メ
ン

は
一
八
三
九
年
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
保
護

領
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
七
年
に
社
会

主
義
国
と
し
て
独
立
を
達
成
し
た
。

　

沿
岸
の
乾
燥
し
た
熱
帯
気
候
や
ア
ラ

ビ
ア
半
島
の
最
高
峰
を
誇
る
山
岳
地
帯

な
ど
、
イ
エ
メ
ン
の
地
理
は
多
様
性
に

富
ん
で
お
り
、
政
治
的
に
も
全
体
を
統

一
し
た
支
配
王
朝
と
い
う
も
の
は
存
在

し
な
か
っ
た
。
自
然
に
劣
ら
ず
文
化
も

多
様
で
あ
る
。
北
部
は
部
族
社
会
で
あ

り
、
南
部
に
行
く
と
よ
り
農
耕
社
会
の

色
彩
が
強
ま
る
。
対
岸
の
ジ
ブ
チ
ま
で

三
〇
キ
ロ
ほ
ど
し
か
な
い
バ
ー
ブ
・
ア

ル
＝
マ
ン
デ
ブ
海
峡
は
、
紅
海
を
経
由

し
て
ス
エ
ズ
運
河
へ
渡
る
船
舶
の
交
通

路
で
あ
り
、
そ
こ
に
位
置
す
る
イ
エ
メ

ン
は
常
に
戦
略
的
に
重
要
で
あ
っ
た
。

　

九
世
紀
末
、「
五
イ
マ
ー
ム
派
」
と

し
て
も
知
ら
れ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
ザ
イ

ド
派
の
宗
教
指
導
者
が
旧
北
イ
エ
メ
ン

の
北
部
に
あ
る
サ
ア
ダ
地
域
に
招
か
れ

た
。
ザ
イ
ド
派
は
現
在
の
イ
エ
メ
ン
人

口
の
四
〇
％
ほ
ど
を
占
め
る
。
ザ
イ
ド

派
の
指
導
者
層
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教

の
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
家
系
に
さ
か

の
ぼ
る
特
権
層
（
サ
イ
イ
ド
）
が
お
り
、

彼
ら
が
地
元
の
部
族
社
会
に
教
義
や
仲

介
を
通
じ
て
秩
序
を
も
た
ら
す
代
わ
り

に
、
部
族
か
ら
の
庇
護
を
受
け
た
。

　

ザ
イ
ド
派
は
シ
ー
ア
派
に
分
類
さ
れ

る
も
の
の
、
イ
ラ
ン
で
主
流
の
「
一
二

イ
マ
ー
ム
派
」
と
呼
ば
れ
る
シ
ー
ア
派

の
教
義
と
は
ほ
と
ん
ど
類
似
性
が
な
い
。

イ
エ
メ
ン
の
他
の
地
域
は
ス
ン
ナ
派

（
の
な
か
の
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
）
に

属
し
て
い
る
。
ま
た
、
別
の
少
数
派
と

し
て
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
の
住
民
も
い

る
。
同
派
は
「
七
イ
マ
ー
ム
派
」
と
も

呼
ば
れ
る
。
し
か
し
特
筆
す
べ
き
こ
と

は
、
一
九
八
〇
年
代
ご
ろ
ま
で
、
イ
エ

メ
ン
に
お
い
て
は
宗
派
に
基
づ
く
暴
力

的
な
政
治
対
立
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な

か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

イ
エ
メ
ン
と
隣
国
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

の
紛
争
は
、
後
者
が
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
主
義

に
基
づ
く
国
家
を
創
設
し
た
頃
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ウ
ジ
王
家

が
一
九
三
〇
年
代
に
イ
エ
メ
ン
と
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
ま
た
が
る
山
岳
地
で
あ

る
ア
シ
ー
ル
と
ナ
ジ
ュ
ラ
ン
地
方
を
併

合
し
た
時
期
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代

の
イ
エ
メ
ン
革
命
に
続
く
内
戦
時
代
に

は
、
ザ
イ
ド
派
イ
マ
ー
ム
王
政
を
支
援

し
た
サ
ウ
ジ
だ
が
、
共
和
国
派
が
優
勢

の
う
ち
に
内
戦
が
終
結
す
る
と
、
共
和

国
と
な
っ
た
イ
エ
メ
ン
に
対
し
て
開
発

援
助
を
始
め
る
。

　

そ
れ
に
並
行
し
て
、
一
九
八
〇
年
代

ま
で
に
は
サ
ウ
ジ
に
端
を
発
す
る
ワ
ッ

ハ
ー
ブ
・
サ
ラ
フ
ィ
ー
的
な
世
界
観
が

イ
エ
メ
ン
に
も
流
入
し
た
。
サ
ウ
ジ
で

イエメン
忘れ去られた

「アラブの春」の落とし子

ダ
ニ
エ
ル・Ｍ
・ヴ
ァ
リ
ス
コ

「
決
意
の
嵐
」が
生
む
分
裂

特 集
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イ
ス
ラ
ー
ム
学
を
修
め
た
イ
エ
メ
ン
人

ム
ク
ビ
ル
・
ア
ル
＝
ワ
ー
デ
ィ
イ
ー
師

に
よ
る
サ
ア
ダ
州
で
の
サ
ラ
フ
ィ
ー
宗

教
学
校
の
建
立
な
ど
が
嚆
矢
で
あ
る
。

サ
ー
レ
ハ
大
統
領
（
当
時
）
は
サ
ラ
フ

ィ
ー
運
動
に
寛
容
な
態
度
を
示
し
た
。

と
い
う
の
も
、
政
治
的
な
ラ
イ
バ
ル
で

あ
る
北
部
ザ
イ
ド
派
部
族
へ
の
け
ん
制

と
し
て
利
用
価
値
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
（
本
誌
松
本
論
文
参
照
）。

　

こ
う
し
た
ラ
イ
バ
ル
の
一
人
に
イ
ラ

ン
の
シ
ー
ア
派
教
義
に
傾
倒
し
た
イ
エ

メ
ン
人
の
ザ
イ
ド
派
宗
教
指
導
者
で
あ

る
フ
セ
イ
ン
・
ア
ル
＝
ホ
ー
シ
ー
師
が

い
た
。
同
師
は
、
イ
ラ
ン
に
滞
在
し
た

経
歴
を
持
ち
、
そ
の
と
き
に
イ
ラ
ン
政

権
の
反
ア
メ
リ
カ
・
反
イ
ス
ラ
エ
ル
的

な
精
神
に
感
化
さ
れ
、
ヒ
ズ
ボ
ラ
の
創

立
者
に
憧
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
当

時
の
サ
ー
レ
ハ
大
統
領
の
喧
伝
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
イ
ラ
ン
か
ら
ホ
ー
シ
ー
派

へ
の
直
接
的
な
支
援
と
い
う
も
の
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
北
部
の
部
族
勢
力
を
支

持
基
盤
と
す
る
ホ
ー
シ
ー
派
の
政
治
目

標
も
当
初
は
地
域
的
か
つ
政
治
的
な
も

の
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
ホ
ー
シ

ー
師
は
二
〇
〇
四
年
に
政
府
軍
に
よ
り

殺
害
さ
れ
、
こ
の
こ
と
が
数
度
に
わ
た

る
サ
ー
レ
ハ
政
権
と
の
軍
事
衝
突
に
発

展
し
た
。
二
〇
〇
九
年
の
武
力
衝
突
で

ホ
ー
シ
ー
派
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
も

交
戦
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は

二
〇
〇
九
年
に
は
カ
タ
ー
ル
が
一
時
的

な
仲
介
工
作
を
行
っ
て
い
る
。

●
そ
れ
以
外
の
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力

　

サ
ラ
フ
ィ
ー
運
動
と
、
こ
れ
へ
の
反

発
か
ら
生
成
し
た
ホ
ー
シ
ー
派
以
外
に

も
、
過
去
三
〇
年
間
で
現
在
の
紛
争
の

遠
因
と
な
る
二
つ
の
潮
流
が
イ
エ
メ
ン

に
流
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
。

　

ひ
と
つ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ハ
と
呼
ば
れ

る
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
政
党
で
、

一
九
九
〇
年
の
南
北
統
一
に
あ
た
っ
て
、

旧
南
イ
エ
メ
ン
の
社
会
主
義
政
党
に
対

抗
す
る
た
め
に
サ
ウ
ジ
の
支
援
を
得
て

設
立
さ
れ
た
。

　

二
つ
目
は
、
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
で
あ
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ

ー
デ
ン
ら
と
戦
地
を
共
に
し
て
イ
エ
メ

ン
に
帰
国
し
た
分
子
が
結
成
し
、

二
〇
〇
〇
年
の
ア
デ
ン
湾
で
の
米
艦
コ

ー
ル
襲
撃
事
件
な
ど
を
起
こ
し
た
。

二
〇
〇
三
年
ご
ろ
ま
で
に
は
主
な
ア
ル

カ
ー
イ
ダ
分
子
は
拘
束
さ
れ
る
か
殺
害

さ
れ
る
か
し
た
が
、
二
〇
〇
六
年
に
脱

獄
し
た
一
派
が
後
に
「
ア
ラ
ビ
ア
半
島

の
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
」（
英
語
の
略
称
は

Ａ
Ｑ
Ａ
Ｐ
）
を
組
織
す
る
。
ア
メ
リ
カ

に
よ
る
無
人
機
攻
撃
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

Ａ
Ｑ
Ａ
Ｐ
は
よ
り
土
着
化
し
た
「
ア
ン

サ
ー
ル
・
シ
ャ
リ
ー
ア
」
へ
と
変
容
し

て
、
二
〇
一
一
年
の
サ
ー
レ
ハ
政
権
の

退
陣
後
に
支
配
地
域
を
拡
大
し
た
。
皮

肉
に
も
、
ホ
ー
シ
ー
派
は
イ
ス
ラ
ー
ハ

と
Ａ
Ｑ
Ａ
Ｐ
の
い
ず
れ
を
も
攻
撃
目
標

と
し
て
い
る
が
、
後
者
は
ホ
ー
シ
ー
派

の
影
響
力
が
弱
い
旧
南
イ
エ
メ
ン
の
多

く
の
地
域
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
。

●
「
決
意
の
嵐
」
に
至
る
経
緯

　

湾
岸
諸
国
や
欧
米
は
、「
ア
ラ
ブ
の

春
」
後
の
イ
エ
メ
ン
に
お
い
て
、
サ
ー

レ
ハ
前
大
統
領
の
辞
任
を
後
押
し
し
、

国
民
の
融
和
と
国
家
再
建
に
向

け
た
移
行
政
権
の
実
現
に
寄
与

し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
イ
エ

メ
ン
国
内
が
混
乱
す
る
こ
と
で

Ａ
Ｑ
Ａ
Ｐ
（
ア
ン
サ
ー
ル
・
シ

ャ
リ
ー
ア
）
な
ど
の
勢
力
が
力

を
増
す
こ
と
に
強
い
懸
念
を
抱

い
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
テ
ロ
集
団
が
イ
エ
メ
ン
で

足
場
を
拡
大
さ
せ
れ
ば
、
標
的

と
な
る
の
は
自
分
た
ち
で
あ
る

と
分
か
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
「
湾
岸
合
意
」
と
呼
ば
れ
る

国
家
再
建
の
道
の
り
は
、
閣
僚

ポ
ス
ト
を
与
野
党
で
折
半
し
た

連
立
政
府
が
再
建
プ
ラ
ン
を
実

施
し
て
、
新
た
な
憲
法
に
基
づ

く
総
選
挙
を
二
年
後
に
行
う
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
業
を
総

括
す
る
の
は
、
サ
ー
レ
ハ
政
権
下
で

一
九
九
〇
年
代
か
ら
副
大
統
領
を
務
め

て
き
た
ハ
ー
デ
ィ
ー
副
大
統
領

（
二
〇
一
二
年
二
月
の
選
挙
後
は
暫
定

大
統
領
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
国
家
再
建

プ
ラ
ン
は
、
急
激
な
変
化
に
よ
っ
て
Ａ

Ｑ
Ａ
Ｐ
な
ど
の
テ
ロ
組
織
を
利
す
る
政

治
空
白
を
生
む
こ
と
を
避
け
る
こ
と
が

重
視
さ
れ
た
結
果
、
サ
ー
レ
ハ
政
権
期

の
国
家
機
構
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
温

存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
一
二
年

二
月
か
ら
二
年
後
の
二
〇
一
四
年
二
月ハーディー大統領（2013年7月30日、写真提供： U.S Defense Department）
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に
新
し
い
イ
エ
メ
ン
は
誕
生
す
る
予
定

に
な
っ
て
い
た
。

　

移
行
プ
ラ
ン
が
時
間
切
れ
を
迎
え
よ

う
と
す
る
二
〇
一
四
年
二
月
、
予
定
よ

り
大
幅
に
遅
れ
て
よ
う
や
く
「
国
民
対

話
会
議
」
の
最
終
文
書
が
ま
と
め
ら
れ
、

そ
れ
と
と
も
に
移
行
期
間
を
二
〇
一
五

年
二
月
ま
で
延
長
し
、
新
憲
法
の
起
草
、

新
憲
法
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
、
新
憲
法

下
で
の
国
会
選
挙
の
実
施
と
い
う
残
り

の
プ
ロ
セ
ス
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
ハ

ー
デ
ィ
ー
の
任
期
も
こ
れ
に
応
じ
て
延

長
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
シ
リ
ア

の
情
勢
が
泥
沼
化
す
る
の
と
は
異
な
り
、

平
和
的
な
話
し
合
い
の
な
か
で
国
民
対

話
会
議
が
妥
結
し
た
こ
と
は
国
際
社
会

か
ら
も
大
き
な
祝
福
を
受
け
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
内
の
政
治
勢
力

は
、
ハ
ー
デ
ィ
ー
大
統
領
の
任
期
延
長

を
受
け
入
れ
る
代
わ
り
と
し
て
、
さ
ら

な
る
政
府
へ
の
参
加
を
求
め
て
利
害
対

立
が
表
面
化
し
始
め
る
。
そ
し
て
移
行

期
間
の
国
家
再
建
プ
ロ
セ
ス
が
い
っ
こ

う
に
経
済
を
立
て
直
せ
な
い
こ
と
、
汚

職
の
蔓
延
を
防
げ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

を
指
摘
し
政
府
批
判
の
急
先
鋒
に
立
っ

た
の
が
、
ホ
ー
シ
ー
派
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

　

イ
エ
メ
ン
北
部
の
限
ら
れ
た
地
域
勢

力
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ホ
ー
シ
ー
派
は
、

二
〇
一
一
年
の
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
で
反

政
府
側
に
つ
き
、
国
民
対
話
会
議
に
も

代
表
団
を
送
り
政
治
的
な
発
言
力
を
増

し
て
い
く
。
し
か
し
、
彼
ら
は
国
民
対

話
の
合
意
で
あ
る
、
イ
エ
メ
ン
を
六
地

域
に
分
け
る
連
邦
制
案
に
は
賛
成
し
な

か
っ
た
（
本
誌
佐
藤
論
文
参
照
）。

　

二
〇
一
四
年
九
月
、
サ
ー
レ
ハ
前
大

統
領
に
近
い
と
さ
れ
る
軍
隊
と
組
ん
だ

ホ
ー
シ
ー
派
は
首
都
サ
ナ
ア
を
占
拠
し

た
が
、
こ
の
際
ハ
ー
デ
ィ
ー
政
権
へ
の

国
民
一
般
の
不
満
が
追
い
風
と
な
り
、

比
較
的
穏
便
に
首
都
は
ホ
ー
シ
ー
派
の

入
城
を
許
し
た
（
本
誌
川
嶋
論
文
参

照
）。
し
か
し
な
が
ら
、
首
都
を
占
拠

し
た
も
の
の
、
ホ
ー
シ
ー
派
は
新
た
な

政
府
を
構
築
す
る
明
確
な
戦
略
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。

　

ホ
ー
シ
ー
派
の
首
都
入
城
後
、
ハ
ー

デ
ィ
ー
政
権
と
ホ
ー
シ
ー
派
は
奇
妙
な

「
合
意
」（
平
和
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

合
意
）
の
も
と
に
共
存
し
て
い
た
が
、

九
月
か
ら
四
カ
月
に
わ
た
る
交
渉
は
決

裂
し
二
〇
一
五
年
一
月
、
ホ
ー
シ
ー
派

と
親
サ
ー
レ
ハ
の
軍
隊
と
の
同
盟
は
、

大
統
領
府
や
公
邸
を
襲
撃
し
、
主
要
な

官
庁
を
も
掌
握
し
た
た
め
ハ
ー
デ
ィ
ー

大
統
領
は
、
辞
任
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

ハ
ー
デ
ィ
ー
は
自
宅
軟
禁
下
に
置
か
れ

た
の
ち
、
同
年
二
月
に
辛
く
も
ア
デ
ン

へ
逃
れ
て
辞
意
を
撤
回
、
そ
の
後
は
ア

デ
ン
で
大
統
領
と
し
て
の
足
場
を
固
め
、

正
当
な
政
府
代
表
と
し
て
の
認
知
を
サ

ウ
ジ
な
ど
湾
岸
諸
国
や
欧
米
か
ら
得
た
。

　

皮
肉
に
も
、
こ
の
一
件
は
、
ハ
ー
デ

ィ
ー
大
統
領
が
当
初
の
任
期
延
長
期
限

の
二
〇
一
五
年
二
月
以
降
も
元
首
ポ
ス

ト
に
留
ま
る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

●
「
決
意
の
嵐
作
戦
」
と
そ
の
余

波
　

ホ
ー
シ
ー
派
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

か
ら
み
た
場
合
「
イ
ラ
ン
の
手
先
」
で

あ
る
。
そ
の
ホ
ー
シ
ー
派
は
ハ
ー
デ
ィ

ー
政
権
を
サ
ナ
ア
か
ら
放
逐
し
た
後
、

サ
ー
レ
ハ
前
大
統
領
勢
力
と
組
み
（
と

現
政
権
は
主
張
す
る
）、
イ
ラ
ン
か
ら

の
支
援
を
得
て
（
と
サ
ウ
ジ
は
主
張
す

る
）、
ア
デ
ン
な
ど
イ
エ
メ
ン
主
要
都

市
を
制
圧
し
、
三
月
に
は
ハ
ー
デ
ィ
ー

大
統
領
を
サ
ウ
ジ
に
逃
亡
さ
せ
る
ま
で

進
撃
し
た
。
他
方
、
ホ
ー
シ
ー
派
の
宿

敵
で
あ
る
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
が
変
容
し
て

生
ま
れ
た
ア
ン
サ
ー
ル
・
シ
ャ
リ
ー
ア

は
、
旧
北
イ
エ
メ
ン
か
ら
の
分
離
の
気

運
が
高
ま
る
旧
南
イ
エ
メ
ン
に
お
い
て

支
配
地
域
を
広
げ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
推
移
を
自
国
の
安
全
保

障
上
の
脅
威
と
感
じ
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
は
、
二
〇
一
五
年
三
月
二
六
日
、
周

辺
ア
ラ
ブ
国
な
ど
と
有
志
連
合
を
組
み
、

イ
エ
メ
ン
に
対
す
る
空
爆
を
開
始
し
た
。

前
日
に
駐
米
サ
ウ
ジ
大
使
が
述
べ
る
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
同
空
爆
作
戦
「
決
意

の
嵐
」（D

ecisive Storm

）
は
イ
エ

メ
ン
の
ハ
ー
デ
ィ
ー
政
権
の
要
請
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
「
ホ

ー
シ
ー
派
の
侵
略
か
ら
イ
エ
メ
ン
と
そ

の
国
民
を
守
り
、
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
お
よ

び
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
（Islam

ic State in 
Iraq and the Levant

）
と
戦
う
イ
エ

メ
ン
を
支
援
す
る
」
も
の
で
あ
る
。
な

お
、「
決
意
の
嵐
」
作
戦
は
四
月
二
一

日
に
い
っ
た
ん
終
了
が
宣
言
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
「
希
望
の
再
生
」
作
戦
と
し
て

空
爆
は
継
続
中
で
あ
る
。

　

こ
の
作
戦
に
お
け
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
の
真
の
標
的
は
イ
ラ
ン
で
あ
り
、
イ

エ
メ
ン
に
お
け
る
紛
争
は
代
理
戦
争

（proxy w
ar

）
の
色
合
い
を
持
っ
て

い
る
。
現
に
対
イ
エ
メ
ン
空
爆
は
ホ
ー

シ
ー
・
サ
ー
レ
ハ
同
盟
を
狙
い
撃
ち
に

し
た
も
の
で
、
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
や
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｌ
は
何
の
制
約
も
受
け
ず
に
支
配
を

拡
大
し
た
。
ま
た
、
数
カ
月
に
わ
た
る

空
爆
を
経
て
も
、
米
軍
の
訓
練
を
受
け

た
と
さ
れ
る
特
殊
部
隊
が
派
遣
さ
れ
た

ア
デ
ン
を
除
い
て
は
、
ホ
ー
シ
ー
・
サ

ー
レ
ハ
同
盟
は
新
た
な
制
圧
地
域
か
ら

撤
退
し
て
い
な
い
（
二
〇
一
五
年
八
月

現
在
）。

　

イ
エ
メ
ン
国
内
の
政
治
対
立
と
シ
ー

ア
派
的
な
も
の
全
て
に
対
す
る
サ
ウ
ジ

の
代
理
戦
争
こ
そ
が
、
イ
エ
メ
ン
の
情
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勢
を
悪
化
に
導
い
て
い
る
が
、

一
九
六
〇
年
代
の
イ
エ
メ
ン
内
戦
の
際
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
（
シ
ー
ア
派
系
で

あ
る
）
ザ
イ
ド
派
を
王
政
（
イ
マ
ー
ム

制
）
で
あ
る
が
ゆ
え
に
支
援
し
た
。
イ

エ
メ
ン
内
部
に
お
け
る
闘
争
は
、
マ
キ

ャ
ベ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
権
謀
術
数
の
世

界
で
あ
る
。
政
治
勢
力
の
離
合
集
散
は

常
で
あ
り
、
と
き
に
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
悪

魔
と
の
契
約
の
よ
う
な
結
末
に
陥
る
。

サ
ー
レ
ハ
前
大
統
領
は
ホ
ー
シ
ー
派
と

幾
度
に
わ
た
り
武
装
衝
突
を
経
験
し
た

が
、
今
で
は
権
力
奪
回
の
た
め
に
ホ
ー

シ
ー
派
と
手
を
組
ん
で
サ
ナ
ア
を
占
拠

し
た
。
サ
ー
レ
ハ
前
大
統
領
に
近
い
一

部
の
軍
が
加
勢
し
な
け
れ
ば
、
ホ
ー
シ

ー
派
が
イ
エ
メ
ン
北
部
の
サ
ア
ダ
州
の

外
に
ま
で
拡
大
し
、
こ
こ
ま
で
大
き
な

勢
力
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

イ
エ
メ
ン
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
政
党

イ
ス
ラ
ー
ハ
（
同
国
の
ム
ス
リ
ム
同
胞

団
）
に
対
す
る
ホ
ー
シ
ー
派
の
敵
対
心

は
、
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
を
テ
ロ
組
織
と

み
な
す
サ
ウ
ジ
と
は
、
立
場
が
近
い
と

さ
え
い
え
る
。
同
様
に
、
ア
ル
カ
ー
イ

ダ
を
イ
エ
メ
ン
か
ら
排
除
す
る
と
い
う

ホ
ー
シ
ー
派
の
断
固
た
る
決
意
は
、
サ

ウ
ジ
や
ア
メ
リ
カ
と
共
通
の
土
台
を
有

し
て
い
る
。

　

旧
南
イ
エ
メ
ン
で
は
反
ホ
ー
シ
ー
感

情
が
強
い
が
、
そ
れ
は
ハ
ー
デ
ィ
ー
政

権
の
支
持
に
つ
な
が
る
と
は
限
ら
ず
、

む
し
ろ
ア
ン
サ
ー
ル
・
シ
ャ
リ
ー
ア
が

ハ
ド
ラ
マ
ウ
ト
に
ま
で
勢
力
を
拡
大
す

る
背
景
に
さ
え
な
っ
て
い
る
。

●
今
後
の
展
望

　

イ
エ
メ
ン
危
機
の
も
つ
地
勢
学
的
な

影
響
は
不
吉
そ
の
も
の
で
あ
る
。
新
し

い
国
王
と
若
い
国
防
相
の
率
い
る
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
、
ス
ン
ナ
vs
シ
ー
ア
の

対
立
を
高
め
た
。
こ
の
こ
と
の
政
治
的

な
影
響
は
長
く
尾
を
引
く
だ
ろ
う
。
サ

ウ
ジ
の
持
つ
ア
ラ
ビ
ア
半
島
最
大
級
の

武
器
調
達
能
力
、
潤
沢
な
資
金
、
そ
の

政
治
的
な
綱こ
う

領り
ょ
うに

よ
る
対
ホ
ー
シ
ー
代

理
戦
争
は
、
中
東
全
体
に
影
を
落
と
す

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

高
ま
る
対
イ
ラ
ン
脅
威
認
識
は
、
少

な
く
と
も
間
接
的
に
、
サ
ウ
ジ
と
イ
ス

ラ
エ
ル
に
共
通
の
戦
略
的
利
害
を
見
出

さ
せ
る
。
他
方
、
イ
エ
メ
ン
の
解
体
は
、

ス
ン
ナ
派
で
あ
り
な
が
ら
サ
ウ
ジ
の
敵

で
あ
る
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
、
そ
れ
に
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｌ
を
利
す
る
結
果
に
な
る
。
欧
米
の

支
持
を
も
得
て
い
る
対
イ
エ
メ
ン
空
爆

は
、
中
東
地
域
の
テ
ロ
組
織
が
若
者
を

取
り
込
む
際
の
強
力
な
レ
ト
リ
ッ
ク
に

用
い
ら
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
地
域
の

不
安
定
性
は
増
え
る
だ
ろ
う
。

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
、
多
額
の
予
算

を
用
い
て
軍
備
、
ミ
サ
イ
ル
、
爆
弾
を

主
に
ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
調
達
し
て
い

る
。
数
度
の
一
時
停
戦
も
功
を
奏
す
る

こ
と
な
く
、
空
爆
は
続
き
、
対
立
は
終

息
す
る
気
配
を
み
せ
な
い
。
サ
ウ
ジ
率

い
る
空
爆
に
は
出
口
戦
略
が
な
く
、
強

力
な
地
上
部
隊
の
派
兵
な
く
し
て
は
明

確
な
軍
事
的
勝
利
を
あ
げ
る
可
能
性
は

な
い
が
、
そ
れ
は
サ
ウ
ジ
に
と
っ
て
は

一
九
七
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
悪
夢

「
ベ
ト
ナ
ム
化
」
を
予
想
さ
せ
る
。
現

行
の
混
乱
を
ひ
と
つ
の
原
因
に
帰
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
暴
力
や
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
、
人
々
の
た
め
小
異
を
捨
て
き
れ

な
か
っ
た
こ
と
は
、
い
ず
れ
の
政
治
ア

ク
タ
ー
に
も
相
応
の
非
が
あ
る
。
だ
が
、

イ
エ
メ
ン
空
爆
と
い
う
「
決
意
の
嵐
」

は
、
史
上
類
を
み
な
い
ほ
ど
に
イ
エ
メ

ン
を
分
裂
に
追
い
や
っ
て
お
り
、
破
た

ん
状
態
に
あ
る
ソ
マ
リ
ア
や
シ
リ
ア
と

同
じ
道
を
た
ど
り
な
が
ら
、
将
来
的
な

紛
争
の
火
種
を
撒
き
ち
ら
し
続
け
て
い

る
。
空
爆
の
早
期
終
結
が
、
地
域
全
体

の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。

　

旧
北
イ
エ
メ
ン
に
お
け
る
一
九
六
〇

年
代
の
内
戦
、
一
九
九
〇
年
の
旧
南
北

イ
エ
メ
ン
統
一
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
で

の
比
較
的
に
平
和
的
な
抗
議
活
動
、
国

民
対
話
会
議
の
試
み
が
持
つ
和
平
の
可

能
性
な
ど
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
イ
エ

メ
ン
は
内
外
の
紛
争
と
混
乱
か
ら
何
度

も
復
活
を
遂
げ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

一
日
も
は
や
い
紛
争
の
終
結
と
、
復
活

へ
の
歩
み
出
し
を
期
待
し
た
い
。

（D
aniel M

. V
arisco

／
カ
タ
ー
ル
大

学
教
授
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
エ
メ
ン
研
究

所
所
長　

翻
訳
＝
川
嶋
淳
司
・
佐
藤
寛
）
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